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2.3   海岸保全施設の整備に関する区域の設定

  「海岸保全施設の整備に関する区域」は、各海岸管理者が、関係住民の意見聴取結果等を踏まえ、

以下に示す海岸の防護対策が必要とされる箇所のうち、施設整備の基本的な事項・計画概要が定ま

っている海岸を対象とした。

      ① 防護水準で定めた高潮・波浪によって背後地の被害が想定される区域

      ② 現在進行中の海岸侵食によって背後地の被害が想定される区域

      ③ 現況の海岸保全施設が老朽化等によって所要の機能を有していない区域

2.4   海岸保全施設の諸元の整理

沿岸内の海岸において、海岸保全施設を整備していくにあたっての基本的な事項として、以下の

項目を、表 2-3及び計画基本添付図により示す。

(1) 沿岸内の海岸毎の整理 

  海岸毎に、海岸名、地区名及び区域延長、代表堤防高（保全の目標となる堤防、護岸等の天端高）、

現況の海岸保全施設を示す。

(2) 海岸保全施設の種類及び規模 

  海岸保全施設の整備に関する区域を対象に、計画施設の種類、規模等を示す。

  なお、対象施設の詳細な配置及び諸元については、工事の実施段階において検討の上決定するも

のとし、施設の規模としては、要保全海岸線延長及び代表堤防高を記載している。

 (3) 受益の地域とその状況 

  受益の地域は、新設及び改築される海岸保全施設及び現況の海岸保全施設により、越波による浸

水被害や海岸侵食等の海岸災害から防護される地域とし、海岸背後の地盤高及び地形条件等を考慮

し設定した。また、受益の地域の状況として、その土地の利用状況をあわせて示す。

 (4) 海岸保全施設の維持又は修繕に関する事項 

海岸保全施設の整備に関する区域毎に、維持又は修繕の考え方を示す。



表 ２-３ （１）  海岸保全施設の整備に関する基本的な事項 一覧
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-
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延長
（m）

代表堤防高
（m）

1 朝日海岸（境地区） 朝日町境地先 2,340 T.P.+8.5
直立護岸　離岸堤　養浜工　人工
リーフ　緩傾斜護岸

人工リーフ　緩傾斜護岸　養浜
工

朝日町の一部 住宅地　農用地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・近隣にオートキャンプ場があり、ヒスイ海岸とし
て多くの利用者が訪れることから、適宜巡視を
追加する。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。

朝日県立自然公園

2 朝日海岸（宮崎地区） 朝日町宮崎～境地先 1,500 T.P.+8.5 緩傾斜護岸　離岸堤　潜堤 人工リーフ 朝日町の一部 住宅地　農用地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・背後にオートキャンプ場があり、ヒスイ海岸とし
て多くの利用者が訪れることから、適宜巡視を
追加する。
・潜堤の端部等では強い流れが生じ、洗掘が生
じる恐れがあることから、定期点検等では、施
設の変状等に注意する。

朝日県立自然公園

3 宮崎漁港海岸 朝日町宮崎地先 850 T.P.+7.0 直立護岸　消波堤　離岸堤
緩傾斜護岸　離岸堤　人工リー
フ

朝日町の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・侵食により砂浜が消失している漁港西側の区
間は、巡視等において、砂浜の侵食や施設の
変状等に特に注意する。

朝日県立自然公園

4 朝日海岸（朝日地区） 朝日町元屋敷～宮崎地先 1,350 T.P.+6.6
直立護岸　緩傾斜護岸　消波堤
離岸堤　人工リーフ

人工リーフ　緩傾斜護岸 朝日町の一部
住宅地　農用地
他

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・侵食により砂浜が消失している一部の区間
は、巡視等において、施設の変状等に特に注
意する。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。

朝日県立自然公園

5 朝日海岸（大屋地区） 朝日町東草野～下横尾地先 1,390 T.P.+5.7 緩傾斜護岸　離岸堤　人工リーフ 朝日町の一部
住宅地　農用地
森林地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・海浜公園があり、多くの利用者が訪れること
から、適宜巡視を追加する。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。

朝日県立自然公園
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番
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配置 主な施設の種類



表 ２-３ （２）  海岸保全施設の整備に関する基本的な事項 一覧
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延長
（m）

代表堤防高
（m）

6
朝日海岸（赤川・東草野地
区）

朝日町赤川～東草野地先 1,330 T.P.+5.7 緩傾斜堤防　離岸堤　人工リーフ
人工リーフ　緩傾斜堤防　離岸
堤

朝日町の一部
住宅地　農用地
森林地

・巡視（週1回程度）及び施設点検（1年に1回程
度）を実施し、異常箇所の修繕優先順位を決め
る。異常箇所は、優先順位が高い方から影響
が大きくなる前に速やかに修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・侵食により砂浜が消失していることから、高波
浪後に巡視を行う。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。

7 入善海岸（入善地区） 入善町下飯野～古黒部地先 9,950 T.P.+5.7 緩傾斜堤防　離岸堤 離岸堤　緩傾斜堤防 入善町の一部
住宅地　農用地
森林地

・巡視（週1回程度）及び施設点検（1年に1回程
度）を実施し、異常箇所の修繕優先順位を決め
る。異常箇所は、優先順位が高い方から影響
が大きくなる前に速やかに修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・侵食により砂浜が消失している。また、海底谷
地形により越波が発生しやすいため高波浪後
に巡視を行う。

8 入善漁港海岸 入善町芦崎～下飯野地先 1,570 D.L.+7.7
緩傾斜護岸　消波堤　離岸堤　潜
堤

緩傾斜護岸　養浜工　潜堤 入善町の一部
住宅地　農用地
森林地

・海岸保全施設の巡視（月1回程度）、陸閘の定
期点検・整備（年1回程度）及び護岸の定期点
検（5年に1回程度）の実施により施設の状態を
把握し、適切な維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・潜堤の端部等では強い流れが生じ、洗掘が生
じる恐れがあることから、定期点検等では、施
設の変状等に注意する。

9 黒部漁港海岸 黒部市生地地先 310 D.L.+4.2 直立護岸　突堤 黒部市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・背後に家屋が密集している区間があることか
ら、巡視等では、施設の変状等に特に注意す
る。

10 石田漁港海岸 黒部市浜石田～新町地先 360 D.L.+4.2 直立護岸 黒部市の一部 住宅地　他

・フィッシャリーナ、つり桟橋があり、多くの利用
者が訪れることから、漁港施設と合わせた巡視
(週１回程度）及び定期点検(5年に1回程度）の
実施により施設の状態を把握し、必要に応じて
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。

維持又は修繕の方法 備考
区域 地区

規模

現況施設 計画施設

区
域
番
号

配置 主な施設の種類 受益の地域

地域 状況

沿
岸
区
分

ゾ
ー
ン
区
分

下
新
川
ゾ
ー
ン

富
山
湾
沿
岸
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表 ２-３ （３）  海岸保全施設の整備に関する基本的な事項 一覧

延長
（m）

代表堤防高
（m）

下
新
川
ゾ
ー

ン

11 黒部海岸（黒部地区） 黒部市荒俣～石田地先 5,950
T.P.+4.2
T.P.+5.7

堤防　消波堤　離岸堤　人工リー
フ　突堤　緩傾斜堤防

離岸堤　人工リーフ　緩傾斜堤
防　養浜工　根固め消波工　突
堤

黒部市の一部
住宅地　商業業務
地　工業地　農用
地　森林地

・キャンプ場、海水浴場があり、多くの利用者が
訪れることから、巡視（週1回程度）及び施設点
検（1年に1回程度）を実施し、異常箇所の修繕
優先順位を決める。異常箇所は、優先順位が
高い方から影響が大きくなる前に速やかに修
繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・背後に家屋が密集している区間があり、一部
区間では、侵食により砂浜が消失していること
から、高波浪後に巡視を行う。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。

12 経田漁港海岸 魚津市経田西町～東町地先 370 D.L.+4.5 直立護岸 魚津市の一部
住宅地　商業業務
地　工業地　農用
地　森林地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。

13 魚津海岸（経田地区） 魚津市北鬼江～経田地先 2,680 T.P.+4.5 直立護岸　消波堤　離岸堤　突堤 緩傾斜護岸　突堤　養浜工 魚津市の一部 住宅地　農用地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・蜃気楼の見える海岸線であり、歩行者が多い
ため、適宜巡視を追加する。
・施設が古く老朽化している区間があることか
ら、巡視時等では、施設の変状等に特に注意
する。

14 魚津港海岸（魚津地区） 魚津市三ヶ～北鬼江地先 4,080 D.L+4.5 緩傾斜護岸　離岸堤　突堤 潜堤　突堤　養浜工 魚津市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・蜃気楼の見える海岸線であり、歩行者が多い
ため、適宜巡視を追加する。
・越波の多い海岸であるため、異常時点検以外
にも、高波浪後に巡視を行う。

15 滑川海岸（吉浦地区） 滑川市笠木～吉浦地先 2,570 T.P.+5.5
堤防　消波堤　離岸堤　人工リー
フ　突堤

離岸堤　緩傾斜護岸 滑川市の一部 住宅地　農用地

・巡視（月1回程度）及び定期点検(5年に1回程
度)の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・背後に下水処理施設のある区間があることか
ら、巡視等では、特に注意する。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。

16 滑川漁港海岸 滑川市三穂町～荒俣地先 3,120 D.L.+5.5
直立護岸　緩傾斜護岸　離岸堤
突堤　消波堤

緩傾斜護岸　離岸堤 滑川市の一部 住宅地　農用地

・巡視（月1回程度）及び定期点検(5年に1回程
度)の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・背後に家屋が密集している区間があることか
ら、巡視等では、特に注意する。

現況施設 計画施設 地域 状況

区
域
番
号

配置 主な施設の種類 受益の地域

維持又は修繕の方法 備考
区域 地区

規模
沿
岸
区
分

ゾ
ー

ン
区
分

富
山
湾
奥
ゾ
ー

ン

富
山
湾
沿
岸



表 ２-３ （４）  海岸保全施設の整備に関する基本的な事項 一覧

3
8
-
4 

延長
（m）

代表堤防高
（m）

17 滑川海岸（高月地区） 滑川市高月地先 1,570 T.P.+6.8
堤防　直立護岸　消波堤　離岸堤
突堤

滑川市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（施設の整備
年度が古いため1年に1回程度）の実施により
施設の状態を把握し、適切な維持・修繕を行
う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・施設の整備年度が古く、老朽化の著しい区間
があることから、巡視等では、施設の変状等に
特に注意する。

18 高月漁港海岸 滑川市高月地先 280 D.L.+6.8 堤防　直立護岸　離岸堤　突堤 滑川市の一部 住宅地　他

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・施設の整備年度が古く、老朽化の著しい区間
があることから、巡視等では、施設の変状等に
特に注意する。

19 水橋海岸（水橋地区） 滑川市魚躬地先 240 T.P.+6.8 堤防　直立護岸　離岸堤 護岸嵩上げ　階段工 滑川市の一部
住宅地　工業地
農用地　他

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・砂浜は安定していることから、巡視等では、変
状の兆候等に注意する。
・沿岸漂砂に影響を与えないよう、離岸堤背後
の滞砂状況に注意し砂浜の安定を図る。

20 水橋漁港海岸 富山市水橋魚躬～山王町地先 1,570 D.L.+7.8
堤防　直立護岸　消波堤　離岸堤
突堤

離岸堤　突堤　防潮林 富山市の一部 住宅地　農用地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・堤防を散歩コースとしている利用者が多いこと
から、巡視等では、施設の変状等に特に注意
する。
・背後地域への越波及び海岸侵食が懸念され
ることから、異常時点検以外にも、波浪後に適
宜巡視を行う。

21 富山海岸（富山地区） 富山市海岸通～浜黒崎地先 4,470 T.P.+4.5
直立護岸　緩傾斜護岸　離岸堤
人工リーフ

緩傾斜護岸 富山市の一部
住宅地　森林地
他

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・海水浴場があり、利用者が多く訪れることか
ら、適宜巡視を追加する。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。

伏
木
富
山
港
ゾ
ー
ン

22 四方漁港海岸
富山市四方一番町～四方恵比
須町地先

140 D.L.+3.5 直立護岸　消波堤　突堤 富山市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・施設の整備年度が古く、老朽化が著しい区間
があることから、巡視等では、施設の変状等に
特に注意する。

維持又は修繕の方法 備考
区域 地区

規模

現況施設 計画施設 地域 状況

配置 主な施設の種類 受益の地域

富
山
湾
奥
ゾ
ー
ン

富
山
湾
沿
岸

区
域
番
号

沿
岸
区
分

ゾ
ー
ン
区
分



表 ２-３ （５）  海岸保全施設の整備に関する基本的な事項 一覧

3
8
-
5 

延長
（m）

代表堤防高
（m）

23
伏木富山港海岸（富山地
区）

富山市打出～岩瀬古志町地先 4,410 D.L.+4.5 直立護岸 離岸堤 潜堤　突堤 潜堤　突堤　養浜工 富山市の一部
住宅地　工業地
農用地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・海水浴場があり、多くの利用者が訪れること
から、適宜巡視を追加する。
・潜堤の端部等では強い流れが生じ、洗掘等が
生じる恐れがあることから、定期点検等では、
堤体の沈下等に注意する。

24
伏木富山港海岸（新湊地
区）

射水市八幡町～本江地先 11,680 D.L.+4.5
堤防　緩傾斜護岸　離岸堤　潜堤
突堤

潜堤　突堤　養浜工　緩傾斜護
岸

射水市の一部 住宅地　農用地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・当該区域には海水浴場・海浜公園があり、多
くの利用者が訪れるため、適宜巡視を追加す
る。
・砂浜の侵食が進んでいる区間があることか
ら、巡視等では、砂浜の侵食や施設の変状等
に特に注意する。
・潜堤の端部等では強い流れが生じ、洗掘等が
生じる恐れがあることから、定期点検等では、
堤体の沈下等に注意する。

25 新湊漁港海岸 射水市港町～八幡町地先 1,420 D.L.+5.9 堤防　離岸堤 射水市の一部 住宅地　他

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・直立護岸背後には道路が並行していることか
ら、越波発生後の異常時点検では陥没等の有
無に注意する。

26
伏木富山港海岸（伏木地
区）

高岡市雨晴～射水市港町地先 5,170 D.L.+5.0
堤防　直立護岸　離岸堤　人工
リーフ

潜堤　養浜工　緩傾斜護岸
高岡市・射水市の
一部

住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・国分海岸や雨晴海岸には、景勝地や海水浴
場などがあり、多くの利用者が訪れることから、
適宜巡視を追加する。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。

富
山
湾
沿
岸

伏
木
富
山
港
ゾ
ー
ン

備考
区域 地区

規模

現況施設 計画施設 地域 状況

配置 主な施設の種類 受益の地域

維持又は修繕の方法

沿
岸
区
分

ゾ
ー
ン
区
分

区
域
番
号



表 ２-３ （６）  海岸保全施設の整備に関する基本的な事項 一覧

3
8
-
6 

延長
（m）

代表堤防高
（m）

27 高岡海岸（太田地区） 高岡市太田地先 2,670 T.P.+3.5
緩傾斜護岸　離岸堤　人工リーフ
突堤

人工リーフ　遊歩道　養浜工　緩
傾斜護岸

高岡市の一部 住宅地　森林地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・当該区域には海水浴場があり、多くの利用者
が訪れることから、適宜巡視を追加する。
・砂浜の侵食が進んでいる区間があることか
ら、巡視等では、砂浜の侵食や施設の変状等
に特に注意する。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。
・施設の形状に偶角部を有しており、波が集中
する恐れがあることから、巡視等では、施設の
変状等に注意する。

能登半島国定公園

28 氷見海岸（島尾地区） 氷見市窪～島尾地先 2,950 T.P.+3.5 緩傾斜護岸 氷見市の一部 住宅地　他

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・景勝地や海水浴場があり、多くの利用者が訪
れることから、適宜巡視を追加する。

能登半島国定公園

29 氷見漁港海岸 氷見市間島～地蔵町地先 2,240 D.L.+3.5 緩傾斜護岸　離岸堤　潜堤　突堤 人工リーフ 氷見市の一部 住宅地　農用地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・当該区域には陸閘(手動開閉式)が設置されて
いることから、巡視等では、適宜動作確認を行
う。
・地震、津波、高波等の発生後には、陸閘等の
設備を含めて異常時点検を行う。
・潜堤の端部等では強い流れが生じ、洗掘が生
じる恐れがあることから、定期点検等では、施
設の変状等に注意する。

能登半島国定公園

30 氷見海岸（阿尾地区） 氷見市阿尾～間島地先 1,430 T.P.+3.5
緩傾斜護岸　消波堤　離岸堤　人
工リーフ　突堤

突堤　養浜工　保護工　礫　養
浜工

氷見市の一部 住宅地　農用地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・潜堤や礫養浜の整備により、砂浜が安定しつ
つあるが、巡視等では、変状の兆候等に注意
する。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。

能登半島国定公園

31 阿尾漁港海岸 氷見市阿尾地先 630 D.L.+3.5
直立護岸　緩傾斜護岸　離岸堤
潜堤　突堤

氷見市の一部
住宅地　森林地
他

・漁港パトロールとあわせて定期点検（年1回程
度）を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・海水浴場や公園緑地があり、多くの利用者が
訪れることから、適宜巡視を行う。
・潜堤の端部等では強い流れが生じ、洗掘が生
じる恐れがあることから、定期点検等では、施
設の変状等に注意する。

能登半島国定公園

富
山
湾
沿
岸

氷
見
ゾ
ー
ン

備考
区域 地区

規模

現況施設 計画施設 地域 状況

配置 主な施設の種類 受益の地域

維持又は修繕の方法

沿
岸
区
分

ゾ
ー
ン
区
分

区
域
番
号



表 ２-３ （７）  海岸保全施設の整備に関する基本的な事項 一覧

3
8
-
7 

延長
（m）

代表堤防高
（m）

32 薮田漁港海岸 氷見市泊～薮田地先 1,610 D.L.+3.5
直立護岸　緩傾斜護岸　離岸堤
潜堤　突堤

氷見市の一部
住宅地　農用地
森林地

・漁港パトロールとあわせて定期点検（年1回程
度）を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・公園緑地があり、多くの利用者が訪れること
から、適宜巡視を行う。
・潜堤の端部等では強い流れが生じ、洗掘が生
じる恐れがあることから、定期点検等では、施
設の変状等に注意する。

能登半島国定公園

33 氷見海岸（泊地区） 氷見市泊地先 970 T.P.+3.5 離岸堤　突堤 氷見市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・離岸堤等により、現在のところ安定している海
岸であるが、巡視時等では、変状の兆候等に
注意する。

能登半島国定公園

34 氷見海岸（宇波地区） 氷見市宇波地先 650 T.P.+3.5 消波堤　離岸堤 氷見市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・砂浜に顕著な変化は見られないが、巡視等に
より変状の兆候把握に努める。

能登半島国定公園

35 宇波漁港海岸 氷見市脇方～宇波地先 630 D.L.+3.5
直立護岸　消波堤　離岸堤　人工
リーフ　突堤

人工リーフ　緩傾斜護岸 氷見市の一部
住宅地　農用地
他

・漁港パトロールとあわせて定期点検（年1回程
度）を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・海水浴場があり、多くの利用者が訪れること
から、適宜巡視を行う。
・人工リーフの端部等では強い流れが生じ、洗
掘が生じる恐れがあることから、定期点検等で
は、施設の変状等に注意する。

能登半島国定公園

36 氷見海岸（小境海岸） 氷見市小境地先 850 T.P.+3.5
緩傾斜護岸　離岸堤　養浜工　潜
堤　突堤

潜堤 氷見市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・海水浴場や海浜公園があり、多くの利用者が
訪れることから、適宜巡視を追加する。
・潜堤の端部等では強い流れが生じ、洗掘が生
じる恐れがあることから、定期点検等では、施
設の変状等に注意する。

能登半島国定公園

37 大境漁港海岸 氷見市大境地先 480 D.L.+3.5 緩傾斜護岸　消波堤 氷見市の一部 住宅地　他

・漁港パトロールとあわせて定期点検（年1回程
度）を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・公園緑地があり、多くの利用者が訪れること
から、適宜巡視を行う。

能登半島国定公園

38 氷見海岸（姿地区） 氷見市姿地先 1,530 T.P.+3.5 直立護岸　離岸堤 氷見市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・砂浜に顕著な変化は見られないが、巡視等に
より変状の兆候把握に努める。

能登半島国定公園

規模

現況施設 計画施設 地域 状況

氷
見
ゾ
ー
ン

富
山
湾
沿
岸

沿
岸
区
分

ゾ
ー
ン
区
分

区
域
番
号

配置 主な施設の種類 受益の地域

維持又は修繕の方法 備考
区域 地区



表 ２-３ （８）  海岸保全施設の整備に関する基本的な事項 一覧

3
8
-
8 

延長
（m）

代表堤防高
（m）

39 氷見海岸（中田地区） 氷見市中田地先 1,860 T.P.+3.5 離岸堤　突堤 人工リーフ 氷見市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・砂浜に顕著な変化は見られないが、巡視等に
より変状の兆候把握に努める。

能登半島国定公園

40 女良漁港海岸 氷見市中波地先 400 D.L.+3.5 直立護岸 氷見市の一部 住宅地　他

・漁港パトロールとあわせて定期点検（年1回程
度）を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・海岸の背後に民家があることから、適宜巡視
を行う。

41 氷見海岸（中波地区） 氷見市中波地先 560 T.P.+3.5 消波堤　離岸堤 氷見市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・砂浜に顕著な変化は見られないが、巡視等に
より変状の兆候把握に努める。

42 氷見海岸（脇地区） 氷見市脇地先 1,060 T.P.+3.5 離岸堤　突堤 氷見市の一部 住宅地

・巡視（月1回程度）及び定期点検（5年に1回程
度）の実施により施設の状態を把握し、適切な
維持・修繕を行う。
・地震、津波、高波等の発生後に異常時点検を
行う。
・離岸堤等により、現在のところ安定している海
岸であるが、巡視等により変状の兆候把握に
努める。

備考
区域 地区

規模

現況施設 計画施設 地域 状況

配置 主な施設の種類 受益の地域

維持又は修繕の方法

氷
見
ゾ
ー
ン

富
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分
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区
分
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